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は
じ
め
に

　
「
随
筆
」
と
い
え
ば
、
現
代
で
こ
そ
親
し
み
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
が
、

か
な
ら
ず
し
も
古
く
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
の
「
随
筆
」

の
影
響
が
本
格
的
に
日
本
に
及
ぶ
の
は
、
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
こ

と
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い（

１
）る

。

　

そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
に
お
け
る
「
随
筆
」
の
浸
透
を
考
え
た
と
き

に
、
本
稿
で
問
題
に
す
る
二
つ
の
事
例
は
興
味
深
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う

に
思
う
。
ひ
と
つ
は
、
人
見
竹
洞
が
、『
群
書
考
』
の
序
文
で
、
野
間
三
竹
の

一
連
の
著
作
を
評
し
て
「
随
筆
」
と
呼
び
、同
時
に
そ
れ
ら
が
日
本
の
「
随
筆
」

の
権
輿
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
林

読
耕
斎
が
『
本
朝
遯
史
』
で
兼
好
を
取
り
上
げ
、『
徒
然
草
』
は
「
随
筆
」
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ（

２
）る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
事
例
の
背
景
を
探
り
な
が
ら
、
野
間
三

竹
、
人
見
竹
洞
、
林
読
耕
斎
ら
近
世
前
期
の
漢
文
学
者
の
「
随
筆
」
に
対
す
る

意
識
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　

一　

野
間
三
竹
の
「
随
筆
」

　
「
随
筆
」
に
対
す
る
漢
文
学
者
た
ち
の
意
識
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
人

物
に
、野
間
三
竹（
元（

３
）和
元
年〈
一
六
一
五
〉～
延
宝
四
年〈
一
六
七
六
〉、六
十
二

歳
）
が
い
る
。
三
竹
は
、
父
の
野
間
玄
琢
に
つ
き
医
学
を
修
め
、
や
が
て
禁
裏

に
伺
候
し
、
隔
年
に
江
戸
に
も
出
仕
し
た
。
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
家
督

を
相
続
し
、寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
は
法
印
に
進
ん
で
い
る
。
名
は
成
大
、

字
は
子
苞
、
静
軒
・
柳
谷
・
潜
楼
・
北
山
山
人
と
も
号
し
た
。

　

三
竹
は
、
医
者
と
し
て
の
活
動
の
傍
ら
、
羅
山
以
下
の
林
家
の
面
々
と
親
交

を
結
ん
だ
。
自
身
の
著
作
に
は
、
鵞
峰
や
梅
洞
ら
、
林
家
の
面
々
に
序
を
請
う

て
も
い
る
。「
柳
谷
墓
誌
」
の
記
述
な
ど
に
よ
れ
ば
、
約
四
十
編
も
の
著
作
が

あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
そ
の
多
く
が
伝
存
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
寛
永
年
間
の
『
沈
静
録
』
を
は
じ
め
、
明
暦
・
万
治

年
間
の
『
席
上
談
』『
望
海
録
』『
古
今
逸
士
伝
』、さ
ら
に
は
寛
文
年
間
の
『
修

養
編
』『
北
溪
含
毫
』『
群
書
考
』
な
ど
、
そ
の
活
動
の
大
概
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
竹
の
著
作
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
自
ら
が
読
書
し
た
際
の

抄
出
を
一
書
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
、
言
わ
ば
「
読
書
ノ
ー
ト
」
を
そ
の
ま
ま

刊
行
し
た
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
三
竹
の
著
作
は
、
た
し
か
に
近
代

以
降
の
エ
ッ
セ
ー
と
し
て
の
「
随
筆
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
抜
き
書
き
を
ま
と
め
た
三
竹
の
著
作
も
、当
時
に
お
い
て
は
「
随
筆
」

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。

　

つ
ぎ
に
示
す
の
は
、
林
家
の
門
人
で
幕
府
の
儒
員
で
あ
っ
た
人
見
竹
洞
が
三

竹
の
『
群
書
考
』（
寛
文
三
年
序
、
田
原
仁
兵
衛
刊
）
に
寄
せ
た
序
文
で
あ（

４
）る
。
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四
六

竹
洞
も
、『
本
朝
遯
史
』
に
跋
文
を
寄
せ
る
な
ど
、
読
耕
斎
や
三
竹
と
親
交
を

結
ん
で
い
た
人
物
で
あ
る
。

昔
し
杜
元
凱
、左
伝
の
癖
有
り
。
是
に
於
て
、経
伝
集
解
起
れ
り
。
王
武
子
、

馬
の
癖
有
り
。
是
に
於
て
、
錦
障
金
垨
尽
く
せ
り
。
浣
花
居
士
、
佳
句
の

癖
有
り
。
是
に
於
て
、人
を
驚
か
す
の
語
夥
し
。
聞
桂
道
人
、香
の
癖
有
り
。

是
に
於
て
、
几
を
繞
り
雲
香
し
く
、
帷
を
下
し
て
春
閑
か
な
り
。
其
の
好

む
所
の
も
の
深
き
と
き
は
、
則
ち
遂
に
之
が
癖
を
成
す
。
然
れ
ど
も
、
書

を
嗜
む
者
、
古
振よ

り
之
を
称
し
て
書
淫
と
謂
ふ
者
有
り
、
書
痴
と
謂
ふ
者

有
り
、
蠧
魚
と
伍
を
為
す
者
有
り
、
吾
之
を
書
癖
と
謂
は
ん
。
静
軒
野
子

苞
氏
、
特
に
斯
の
癖
有
る
こ
と
久
し
。
子
苞
東
武
西
洛
に
往
来
し
て
、
身

は
医
官
に
在
り
て
、
心
は
山
水
に
在
り
、
手
は
翰
墨
に
在
り
、
目
は
古
典

に
在
り
。
西
洛
に
帰
る
と
き
は
、
則
ち
北
山
の
鷹
峰
に
居
り
、
書
楼
を
白

雲
渓
に
起
こ
し
、
四
部
万
巻
、
酉
陽
之
地
を
千
里
に
縮
め
、
岩
を
耕
し
谷

に
汲
み
、
吟
風
弄
月
の
余
、
其
の
楼
に
登
る
毎
に
黄
巻
圍
繞
の
中
に
坐
す

耳
。
行
旅
に
在
る
と
き
は
、
則
ち
嚢
中
侘
物
有
る
こ
と
無
し
。
唯
、
数
十

軸
の
牙
籤
を
貯
ふ
。
駅
邸
に
、
輿
馬
に
、
之
を
繙
と
か
ざ
る
無
し
。
東
武

に
来
る
と
き
は
、
則
ち
赤
坂
の
下
、
望
海
亭
を
構
へ
、
登
府
の
暇
、
家
業

の
外
、
亦
黄
巻
圍
繞
の
中
に
坐
す
耳
。
未
見
の
書
有
る
と
聞
け
ば
、
嘗
て

之
を
借
ら
ず
と
い
ふ
無
く
、
之
を
謄
さ
ず
と
い
ふ
な
し
。
其
の
簡
編
を
攤ひ

ら

く
と
き
は
、
則
ち
飢
て
食
を
忘
れ
、
渇
し
て
飲
む
を
忘
る
る
に
至
る
。
豈

に
好
む
所
の
深
き
も
の
に
非
ず
や
。
乃
ち
、心
に
得
る
も
の
有
る
と
き
は
、

則
ち
之
を
冊
に
記
し
、
年
を
積
み
月
を
累
ぬ
。
既
已
に
堆
を
成
し
、
寛
永

に
沈
静
録
有
り
、
慶
安
に
備
忘
編
有
り
、
承
応
に
竹
窓
漫
筆
有
り
、
明
暦

に
席
上
談
、
望
海
録
有
り
、
万
治
に
呼
燈
録
有
り
、
寛
文
に
北
渓
含
毫
有

り
。
林
学
士
兄
弟
父
子
の
人
に
請
い
て
、
之
が
序
を
作
る
。
頃
日
、
記
す

所
有
り
。
積
み
て
冊
と
為
る
も
の
、
名
づ
け
て
之
を
群
書
考
と
曰
ふ
。
而

し
て
序
を
余
に
告
ぐ
。
余
、
偶

た
ま
た
ま

言
ひ
て
曰
く
、吾
、中
華
の
書
を
見
る
に
、

此
の
類
、
頗
る
多
し
。
筆
談
、
筆
記
、
随
筆
、
佔
筆
、
の
如
き
是
也
。
本

朝
の
旧
籍
に
於
い
て
未
だ
斯
の
若
き
の
書
を
見
ざ
る
也
。
後
人
之
を
見
れ

ば
、
則
ち
或
は
此
に
権
輿
す
と
云
ふ
者
有
ら
ん
か
否
や
。
謂
つ
可
し
奇
な

り
と
。
誠
に
是
れ
、子
苞
博
物
好
古
の
為

し
わ
ざ

也
。
先
聖
の
所
謂
述
て
作
ら
ず
、

信
じ
て
古
を
好
む
。
今
、
此
の
事
を
録
す
る
も
の
、
其
作
ら
ざ
る
、
亦
以

て
嘉
尚
す
可
し
。
想
ふ
に
夫
れ
言
行
の
本
を
務
る
も
の
は
書
也
。
本
を
務

る
者
は
道
に
入
る
の
門
、
徳
を
積
む
の
基
。
則
ち
其
の
書
を
嗜
む
の
深
き

に
於
い
て
や
、
徳
を
好
む
こ
と
、
色
を
好
む
が
如
き
者
に
庶
幾
か
。
因
て

斯
の
言
を
叙
し
て
、
以
て
其
の
需
に
依
て
云
ふ
。

　
　

寛
文
癸
卯
春
王
正
月
葛
東
中
郷
金
節
父
叙

　

途
中
、
三
竹
の
著
作
を
中
国
の
「
筆
談
、
筆
記
、
随
筆
、
佔
筆
」
に
準
え
て
、

同
様
の
書
物
は
中
国
に
は
多
い
が
、
日
本
で
は
一
連
の
三
竹
の
著
述
が
そ
の
権

輿
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
た
箇
所
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
吾
、
中

華
の
書
を
見
る
に
、
此
の
類
、
頗
る
多
し
。
筆
談
、
筆
記
、
随
筆
、
佔
筆
、
の

如
き
是
也
。
本
朝
の
旧
籍
に
於
い
て
未
だ
斯
の
若
き
の
書
を
見
ざ
る
也
。
後
人

之
を
見
れ
ば
、
則
ち
或
は
此
に
権
輿
す
と
云
ふ
者
有
ら
ん
か
否
や
。
謂
つ
可
し

奇
な
り
と
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
竹
洞
が
「
随
筆
」
と
言
い
切
ら
ず
に
、「
筆
談
、

筆
記
、
随
筆
、
佔
筆
」
と
言
葉
を
並
べ
、「
此
の
類
」
と
い
う
言
葉
遣
い
を
し

て
い
る
こ
と
だ
。

　

こ
れ
は
、
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
「
随
筆
」
と
い
う
用
語
が
ま
だ
定
着
し
て

お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
は
漠
然
と
し
た
用
語
、
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
言
葉
遣
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
時
、
中
国
の
随
筆
筆
記
の
存
在
が
あ
っ

て
、
は
じ
め
て
「
随
筆
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
・
概
念
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
点
注
意
し
た
い
の
は
、
竹
洞
が
三
竹
を
「
書
癖
」
の
人
で
あ
る
と
記

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
身
は
医
官
に
在
り
て
、
心
は
山
水
に
在
り
、
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四
七

手
は
翰
墨
に
在
り
、
目
は
古
典
に
在
り
」
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
官
事
の
傍
ら

自
然
を
慕
い
書
物
を
愛
す
る
三
竹
へ
の
賛
美
だ
が
、同
様
の
文
言
は
『
群
書
考
』

以
外
の
三
竹
の
編
著
の
序
文
で
も
し
ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か

例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

天
下
の
至
楽
は
読
書
に
若
く
は
無
し
。
北
山
野
子
苞
氏
、
能
く
此
の
楽
を

知
る
。	

（
人
見
竹
洞
「
古
今
考
序
」）

吾
自
り
之
を
観
な
ば
、
則
ち
山
林
の
花
、
経
史
の
中
に
在
り
。
佳
山
勝
水
、

亦
も
書
中
に
在
り
。
子
苞
、
此
の
間
に
逍
遥
し
、
古
人
と
談
じ
、
古
人
と

咲
ら
ひ
、
古
人
と
吟
じ
、
古
人
と
遊
び
、
世
の
務
め
を
忘
れ
、
家
の
貧
を

忘
れ
、身
の
労
を
忘
れ
、老
の
至
る
を
忘
る
。（
林
梅
洞「
読
書
得
閑
編
序
」）

嚮
に
、
子
苞
鴻
術
の
暇
、
洛
の
北
山
の
幽
溪
に
居
り
、
眼
を
松
澗
の
水
に

洗
ひ
、
書
を
竹
林
の
風
に
繙
く
。
朝
と
無
く
暮
と
無
く
書
中
の
友
と
相
親

む
。	

	
	

	

（
林
梅
洞
「
北
溪
含
毫
序
」）

　

さ
ら
に
補
足
す
れ
ば
、『
北
溪
含
毫
』
の
梅
洞
の
序
文
に
は
「
随
筆
」
を
述

作
す
る
意
義
に
つ
い
て
ふ
れ
た
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

夫
れ
書
は
読
ま
ず
ん
ば
あ
る
可
か
ら
ず
。
読
ま
ざ
る
と
き
は
則
ち
万
物
に

瞽
ん
。
既
に
之
を
読
め
ば
、
則
ち
記
さ
ず
ん
ば
あ
る
可
か
ら
ず
。
記
さ
ざ

る
と
き
は
、
則
ち
読
ま
ざ
る
と
同
じ
。
其
の
之
を
記
す
こ
と
如
何
。
思
を

覃
に
在
る
而
已
。
然
り
と
雖
も
汗
牛
充
棟
万
巻
の
多
き
、
豈
に
一
一
思
を

覃
せ
ん
乎
哉
。
故
に
、
見
る
に
随
ひ
聞
く
に
随
ひ
、
一
と
雖
も
之
を
記
す
。

而
し
て
、
歳
移
り
日
替
り
、
或
は
之
を
忘
る
ゝ
者
の
比
比
有
り
。
然
ら
ば

則
ち
、
之
を
為
す
こ
と
如
何
。
之
を
書
に
筆
し
て
、
以
て
遺
忘
に
備
て
可

也
。
是
れ
古
人
視
聴
の
録
、
随
筆
の
考
、
由
て
作
る
所
以
也
。
野
子
苞
の

北
溪
含
毫
の
編
、
蓋
し
是
れ
此
の
意
也
。	

（
林
梅
洞
「
北
溪
含
毫
序
」）

　

こ
こ
で
は
、「
視
聴
の
録
、
随
筆
の
考
」
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
い
る
が
、

要
す
る
に
随
筆
は
読
書
行
為
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い

う
、
当
時
に
お
け
る
「
随
筆
」
に
対
す
る
認
識
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

以
上
で
繰
り
返
し
賛
美
さ
れ
る
の
は
、
自
然
の
中
に
身
を
置
き
、
書
物
を
愛

す
る
人
物
と
し
て
の
三
竹
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
生
活
の
所
産

と
し
て
、
中
国
の
「
随
筆
」
に
準
え
ら
れ
る
著
作
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
に

注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

二　

明
末
の
「
随
筆
」
と
陳
継
儒

　

と
こ
ろ
で
、
竹
洞
が
三
竹
の
著
作
を
中
国
の
「
随
筆
」
に
準
え
た
と
き
、
そ

の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
作
品
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

中
国
の
「
随
筆
」（

５
）に
は
、
宋
代
以
降
の
儒
者
や
文
人
が
残
し
た
も
の
が
多
数

あ
る
。
し
か
し
、
と
く
に
盛
ん
だ
っ
た
の
は
明
末
清
初
の
時
代
で
あ
っ
た
。
筆

記
・
漫
録
・
談
叢
・
清
言
・
語
録
・
日
録
・
小
品
・
題
跋
・
尺
牘
・
紀
聞
・
雑

録
な
ど
と
い
う
名
前
を
付
さ
れ
た
「
随
筆
」
の
類
が
夥
し
く
執
筆
・
出
版
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
お
も
に
「
山
人
派
」
と
呼
ば
れ
る
文
人
た
ち
の
手
に
な

る
も
の
で
、「
小
品
」、
あ
る
い
は
「
小
品
文
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い（

６
）る

。

　

そ
の
書
き
手
で
あ
っ
た
明
末
清
初
の
「
山
人
派
」
と
呼
ば
れ
る
文
人
た
ち
が
、

そ
れ
ま
で
の
中
国
の
典
型
的
な
文
人
た
ち
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
知
識
人
で

あ
り
な
が
ら
、
か
な
ら
ず
し
も
科
挙
を
目
的
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
明
末
の
経
済
的
発
展
に
よ
り
、
科
挙
に
よ
る
仕
官
を
諦
め
た
と
し
て
も
、

折
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
出
版
事
業
に
関
わ
る
こ
と
で
、
収
入
と
名
声
を
得
る
可

能
性
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ（

７
）る
。
科
挙
を
目
的
と
し
な
か
っ
た
彼
ら
は
、
必
然

的
に
隠
逸
の
ポ
ー
ズ
を
取
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
明
末
の
出
版
物
に
は
、
山
居

隠
逸
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。「
山
人
派
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
も
、
隠
逸
を
標

榜
し
て
「
山
人
」
を
号
と
し
た
か
ら
で
あ（

８
）る
。

　
「
山
人
派
」
が
活
躍
し
た
の
は
、
万
暦
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
か
ら
泰

昌
（
一
六
二
〇
）、
天
啓
（
一
六
二
一
～
一
六
二
七
）、
崇
禎
（
一
六
二
八
～
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八

一
六
四
四
）
の
頃
と
さ
れ
る
。
し
か
も
、明
代
以
前
の
「
随
筆
」
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
日
本
に
舶
載
さ
れ
て
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ

る
例
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
考
證
隨
筆
中
の
初
期
の
も
の
と
し
て
有
名

な
宋
代
の
『
容
斎
随
筆
』
も
、
和
刻
本
の
底
本
と
さ
れ
た
の
は
、
明
の
崇
禎
刊

本
で
あ
っ
た（

９
）し

、
ま
た
、
そ
の
『
容
斎
随
筆
』
と
な
ら
ん
で
宋
代
考
証
随
筆
の

双
璧
と
さ
れ
る
『
困
学
紀
聞
』
の
和
刻
本
（
寛
文
元
年
刊
）
の
底
本
も
明
の
万

暦
刊
本（

（（
（

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、『
鶴
林
玉
露
』（
慶
安
元
年
刊
）
の
底
本
も
明
の

万
暦
刊
本（

（（
（

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宋
代
の
作
品
で
あ
っ
て
も
、
日
本
で
流
布

し
た
本
文
は
、
明
版
に
拠
っ
た
も
の
が
多
い
。

　

そ
の
明
末
の
「
山
人
派
」
の
代
表
的
存
在
で
、「
随
筆
」
の
第
一
人
者
と
さ

れ
る
の
が
、
陳
継
儒
で
あ
る
。

　

陳
継
儒
（
一
五
五
八
～
一
六
三
九
）
は
、
松
江
華
亭
の
人
、
字
は
仲
醇
、
号

は
眉
公
。
陳
継
儒
も
二
十
九
歳
で
科
挙
を
諦
め
た
と
い
う
が
、
出
版
事
業
に
関

わ
り
、
多
く
の
書
物
を
刊
行
し
た
。
古
い
作
品
を
校
訂
す
る
な
ど
し
て
刊
行
し

た（
（（
（

も
の
も
あ
る
が
、
先
行
の
書
物
か
ら
の
引
用
を
再
編
集
し
た
体
の
著
作
が
多

く（
（（
（

、『
太
平
清
話
』・『
筆
記
』・『
見
聞
録
』・『
読
書
鏡
』・『
珍
珠
船
』・『
辟
寒
部
』・『
銷

夏
言
』・『
岩
棲
幽
事
』
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
三
竹
が
読
書
の

摘
録
を
自
身
の
著
作
と
し
て
刊
行
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
編
集
方
法
を
真
似
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
陳
継
儒
の
一
大
事
業
と
な
っ
た
の
が
、『
宝
顔
堂
秘
笈
』の
刊
行
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
万
暦
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）
の
「
訂
正
秘
笈
」・「
眉
公
雑
著
」
か

ら
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
の
「
普
集
」
ま
で
、
陳
継
儒
が
十
四
年
に
わ
た
っ

て
出
版
し
た
一
大
叢
書
で
あ
っ

（
（（
（

た
。

　

日
本
の
慶
長
十
一
年
か
ら
元
和
六
年
に
あ
た
る
こ
の
叢
書
の
刊
行
は
、
当
時

最
新
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
た
と
え
ば
鵞
峰
と
読
耕
斎
が
石
川
丈
山
の
た

め
に
記
し
た
「
詩
仙
堂
六
物
前
後
三
謡
」（
読
耕
斎
）、「
詩
仙
堂
六
物
演
前
後

三
謡
」（
鵞
峰
）
に
も
言
及
が
見
ら
れ

（
（（
（

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、『
考
槃
余
事
』
な

ど
の
山
居
隠
逸
に
関
す
る
書
物
を
、
彼
ら
は
『
宝
顔
堂
秘
笈
』
で
読
ん
で
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
儒
者
・
漢
文
学
者
た
ち
に
と
っ
て
、
明
末

の
出
版
物
は
、山
居
隠
逸
に
関
す
る
重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

三　

三
竹
の
編
著
書

　

で
は
、
野
間
三
竹
の
著
書
を
参
考
に
、
当
時
ど
の
よ
う
な
明
末
清
初
の
随
筆

が
日
本
に
舶
載
さ
れ
て
き
て
い
た
の
か
、
具
体
的
に
確
認
し
て
み
よ
う
。
繰
り

返
し
指
摘
し
た
よ
う
に
、
三
竹
の
著
作
は
そ
の
読
書
の
摘
録
を
編
集
し
た
体
の

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
記
事
の
典
拠
を
確
認
す
れ
ば
、

三
竹
が
読
ん
で
い
た
漢
籍
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
に
序
文
を
引
用
し
た
、『
群
書
考
』
の
場
合
、
少
な
く
と
も
五
十
二
種
の

書
物
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ

（
（（
（

る
。
そ
の
中
に
は
、
明
代
の
も
の
が
二
十
四
種
、

清
代
の
も
の
が
一
種
、そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
。
明
代
の
も
の
は
、『
意
見
』（
陳

干
陛
）
や
、『
読
書
筆
記
』（
祝
允
明
）、
あ
る
い
は
『
春
風
堂
随
筆
』（
陸
深
）

や
『
聴
松
堂
語
鏡
』（
閔
度
）、『
菽
園
雑
記
』（
陸
蓉
）
な
ど
、そ
の
大
半
が
「
随

筆
」
の
範
疇
に
入
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　

ま
た
、
陳
継
儒
の
著
作
に
注
目
す
る
と
、『
群
書
考
』
で
は
『
辟
寒
部
』・『
鎖

夏
部
』
の
二
書
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
三
竹
の

著
作
で
も
っ
と
も
陳
継
儒
の
著
作
を
利
用
し
た
も
の
は
『
席
上
談
』
で
、『
安

得
長
者
言
』・『
岩
棲
幽
事
』・『
見
聞
録
』・『
書
蕉
』・『
珍
珠
船
』・『
読
書
鏡
』・

『
筆
記
』・『
枕
譚
』・『
太
平
清
話
』
の
九
種
類
の
著
作
を
利
用
し
て
い
る
。
な

お
、
目
下
確
認
し
得
る
三
竹
の
編
著
を
調
査
し
た
限
り
に
お
い
て
、
作
者
（
編

者
）
別
に
見
た
場
合
は
、陳
継
儒
の
著
作
が
も
っ
と
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、『
宝
顔
堂
秘
笈
』
に
収
録
さ
れ
た
書
物
に
注
目
す
る
と
、『
群
書
考
』

で
使
用
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
二
十
種
が
『
宝
顔
堂
秘
笈
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
他
の
編
著
も
含
め
れ
ば
、
三
竹
が
使
用
し
た
書
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九

物
で
『
宝
顔
堂
秘
笈
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
宋
代
の
も
の
で
は
、『
世

範
』（
袁
采
）・『
脚
気
集
』（
車
若
水
）・『
桂
苑
叢
談
』（
馮
翊
）・『
王
氏
談
録
』

（
王
欽
臣
）・『
林
下
偶
譚
』（
呉
子
良
）・『
談
苑
』（
孔
平
仲
）・『
貴
耳
集
』（
張

端
義
）
が
あ
り
、
明
代
の
も
の
で
は
、『
読
書
筆
記
』（
祝
允
明
）・『
長
松
茹
退
』

（
真
可
）・『
讕
言
長
語
』（
曹
安
）・『
農
田
餘
話
』（
長
谷
真
逸
）・『
意
見
』（
陳

干
陛
）・『
蜩
笑
偶
言
』（
鄭
瑗
）・『
井
観
瑣
言
』（
鄭
瑗
）・『
婆
羅
館
清
言
』（
屠

隆
）・『
田
居
乙
記
』（
方
大
鎮
）・『
丹
鉛
総
録
』（
楊
慎
）・『
西
堂
日
記
』（
楊

豫
孫
）・『
長
水
日
抄
』（
陸
樹
声
）・『
病
榻
寤
言
』（
陸
樹
声
）・『
燕
間
録
』（
陸

深
）・『
玉
堂
漫
筆
』（
陸
深
）・『
春
風
堂
随
筆
』（
陸
深
）・『
賢
奕
編
』（
劉
元

卿
）・『
木
几
冗
談
』（
彭
汝
譲
）・『
東
谷
贅
言
』（
敖
英
）・『
先
進
遺
風
』（
耿

定
向
）『
一
庵
雑
問
録
』（
唐
枢
）・『
見
聞
録
』（
陳
継
儒
）・『
読
書
鏡
』（
陳
継

儒
）・『
太
平
清
話
』（
陳
継
儒
）・『
珍
珠
船
』（
陳
継
儒
）・『
筆
記
』（
陳
継
儒
）・

『
岩
棲
幽
事
』（
陳
継
儒
）・『
安
得
長
者
言
』（
陳
継
儒
）・『
書
蕉
』（
陳
継
儒
）・

『
枕
譚
』（
陳
継
儒
）
な
ど
が
あ

（
（（
（

る
。

　

つ
ま
り
、
当
時
す
で
に
多
く
の
明
末
の
随
筆
が
舶
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ

け
明
末
の
出
版
事
業
の
隆
盛
や
陳
継
儒
を
始
め
と
す
る
明
末
山
人
派
の
文
芸
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
よ
う
。

　
　
　

四　

室
鳩
巣
の
批
判

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
明
末
の
「
山
人
派
」
の
影
響
に
つ
い
て
。
竹
洞

や
三
竹
よ
り
一
世
代
後
に
活
躍
し
た
室
鳩
巣
（
万
治
元
年
〈
一
六
五
八
〉
～
享

保
十
九
年
〈
一
七
三
四
〉）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
的
に
記（

（（
（

し
て
い
る
。

万
暦
崇
禎
の
間
に
及
び
、
四
海
氛

、
盗
賊
公
行
す
。
是
に
於
て
、
儒
者

退
き
て
田
宅
を
買
ひ
図
書
を
蓄
て
以
て
生
を
楽
し
む
の
計
と
為
す
。
日
に

以
て
逸
居
し
て
暇
多
け
れ
ば
、
則
ち
専
ら
書
を
著
し
言
を
纂
す
を
以
て
事

と
為
す
。
王
鳳
洲
陳
眉
公
の
徒
の
若
き
は
其
の
尤
也
。
率
ね
浮
靡
無
実
の

言
を
以
て
新
奇
悦
ぶ
可
き
の
説
を
駕
し
、
以
て
世
に
衒
ひ
俗
を
駭
か
し
名

を
鈎
り
誉
を
要
め
て
、
以
て
不
朽
の
業
を
謀
ら
ん
と
欲
す
。
其
の
最
も
軽

薄
な
る
者
は
、
又
己
が
名
を
以
て
古
人
の
書
に
託
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則

ち
妄
に
自
ら
改
作
し
て
更
に
新
製
と
為
し
、
夫
の
先
賢
の
遺
書
を
し
て
復

た
其
の
全
編
を
見
る
こ
と
無
か
ら
使
む
。
勝
嘆
す
可
き
哉
。
是
に
於
て
、

簡
帙
漫
漶
、
紛
紜
委
積
、
以
て
清
に
至
り
て
其
の
弊
未
だ
息
ま
ざ
る
也
。

近
年
商
舶
載
せ
て
本
邦
に
至
る
者
、
其
の
幾
数
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
し

て
、
世
儒
好
み
て
之
を
読
み
、
乃
ち
駁
雑
の
説
を
強
記
し
、
多
く
猥
瑣
の

事
を
識
る
。
是
に
由
り
て
博
聞
の
名
を
得
、
世
の
為
に
尚
ば
る
。
羅
山
林

氏
自
り
首
と
し
て
、
此
を
以
て
家
に
名
づ
け
て
、
世
の
学
者
、
翕
然
と
し

て
郷
慕
し
、
逓
に
相
ひ
師
祖
と
し
て
、
復
た
理
義
の
学
、
聖
賢
の
事
業
有

る
を
知
ら
ず
。
故
に
書
愈
多
く
し
て
文
愈
弊
れ
、
学
愈
盛
ん
に
し
て
道
愈

衰
ふ
。
此
吾
儒
の
蠧
賊
。
其
の
害
、
異
端
に
十
倍
す
。

（『
前
篇
鳩
巣
先
生
文
集
』
八
「
答
遊
佐
次
郎
左
衛
門
第
二
書
」）

　

鳩
巣
は
文
中
で
陳
眉
公
（
陳
継
儒
）
の
名
前
を
挙
げ
て
批
判
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
意
識
は
、
や
は
り
明
末
清
初
よ
り
も
一
つ
後
の
世
代
に
な
る
『
四
庫

全
書
』
の
編
者
た
ち
の
意
識
と
共
通
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
四
庫
全
書
』
の
「
総

目
」
に
は
、
山
人
派
と
そ
の
著
作
に
対
し
て
、
容
赦
な
い
批
判
の
言
葉
が
並
ぶ
。

た
と
え
ば
、
陳
継
儒
の
著
作
は
、

　
　

此
書
、
雑
事
砕
語
を
取
り
、
鈔
録
し
て
帙
を
成
す
も
、
略
倫
次
無
し
。

	

（『
筆
記
』）

　
　

詞
意
佻
繊
、
明
季
山
人
の
習
を
出
ず
。	

（『
巌
棲
幽
事
』）

　
　

議
論
殊
に
浅
陋
と
為
す
。	

（『
妮
古
録
』）

　
　

隨
筆
箚
記
、
頗
る
倫
次
無
し
。	

（『
書
蕉
』）

　
　

未
だ
択
の
精
な
ら
ざ
る
を
免
れ
ず
。	

（『
逸
民
史
』）

な
ど
と
評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
人
派
に
つ
い
て
も
、

明
の
末
年
、
国
政
壊
れ
て
、
士
風
も
亦
た
壊
る
。
聡
明
を
掉
弄
い
、
防
検
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五
〇

を
決
裂
し
、
遂
に
か
く
の
ご
と
き
に
至
る
。
屠
隆
・
陳
継
儒
の
諸
人
、
そ

の
咎
に
任
ら
ざ
る
を
得
ず
。	

（『
張
氏
蔵
書
』）

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ま
さ
に
こ
こ
で
鳩
巣
が
批
判
し
た
「
逸
居
し
て
」「
図
書
を
蓄
て

以
て
生
を
楽
し
む
」
生
活
こ
そ
、
竹
洞
や
三
竹
た
ち
に
と
っ
て
は
、
魅
力
を
感

じ
て
や
ま
な
い
、
中
華
文
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
生

活
ス
タ
イ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
書
物
が
『
遵
生
八
牋
』
で
あ
る
。

　
　
　

五　
『
遵
生
八
牋
』
と
『
四
時
幽
賞
』

　

高
濂
（
生
没
年
未
詳
）
の
『
遵
生
八
牋
』（
万
暦
十
九
年
〈
一
五
九
一
〉
刊
）

は
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
の
養
生
法
を
集
大
成
し
た
書
物
で
あ
り
、
四
庫
分
類
で

は
「
医
書
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
四
庫
全
書
』
の
「
総
目
」
に
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
あ
る
。

書
中
に
載
す
る
所
、
専
ら
以
て
閒
適
消
遣
の
用
に
供
す
。
標
目
編
類
、
亦

た
多
く
纖
仄
に
渉
り
、
明
季
小
品
の
積
習
を
出
ず
。
遂
に
陳
継
儒
、
李
漁

等
の
濫
觴
為
り
。

　

つ
ま
り
、
陳
継
儒
や
李
漁
ら
の
小
品
文
の
濫
觴
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

山
人
派
の
活
動
や
「
随
筆
」
の
流
行
の
端
緒
と
な
っ
た
書
物
で
あ
る
と
解
説
さ

れ
て
い
る
。

　

構
成
は
、名
前
の
示
す
通
り
八
つ
の
牋
か
ら
成
る
。そ
れ
ぞ
れ「
清
修
妙
論
牋
」

は
養
身
の
格
言
を
集
め
、「
四
時
調
摂
牋
」
は
季
節
に
応
じ
た
修
養
の
秘
訣
を

述
べ
る
。「
起
居
安
楽
牋
」
は
生
活
空
間
や
道
具
な
ど
養
生
に
資
す
べ
き
物
に

つ
い
て
解
説
し
、「
延
年
却
病
牋
」
は
服
気
導
引
の
諸
術
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

「
飲
饌
服
食
牋
」
は
食
品
名
目
を
解
説
し
、「
燕
間
清
賞
牋
」
は
賞
鑑
清
弄
の
事

を
論
ず
る
。「
霊
秘
丹
薬
牋
」
は
高
濂
自
ら
が
試
し
た
と
い
う
方
薬
を
解
説
し
、

「
塵
外
遐
挙
牋
」
は
歴
代
の
隠
逸
百
人
の
伝
記
を
収
録
す
る
。

　

つ
ま
り
、
全
体
と
し
て
は
、
養
生
の
理
念
か
ら
歴
史
、
ま
た
日
常
生
活
に
使

用
す
べ
き
細
か
い
道
具
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
養
生
と
隠
逸
に
は
共
通
す
る
要
素
が
多
い
た
め
、
山
居
隠
逸
の
生
活

の
手
引
き
書
と
し
て
の
側
面
の
強
い
書
物
で
も
あ
っ

（
（（
（

た
。

　

こ
の
『
遵
生
八
牋
』
は
、
万
暦
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
刊
行
後
、
ま
も
な

く
日
本
に
も
舶
載
さ
れ
た
ら
し
い
。『
惺
窩
先
生
文
集
』
に
も
、「
八
牋
」
を
購

入
し
「
四
十
三
銭
」
を
侍
童
に
持
た
せ
た
と
い
う
書
簡
が
載

（
（（
（

る
。
ま
た
、
羅
山

の
「
既
見
之
書
目
」

（
（（
（

に
は
記
載
が
な
い
も
の
の
、『
梅
村
載
筆
』
に
書
名
が
見
え
、

羅
山
が
三
十
九
歳
の
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）

（
（（
（

秋
に
撰
述
さ
れ
た

（
（（
（

『
野
槌
』
に

は
引
用
が
見
ら
れ
る
な
ど
、比
較
的
早
い
時
期
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
当
時
に
お
け
る
『
遵
生
八
牋
』
へ
の
興
味
の
あ
り
方
を
、
よ
り
具
体

的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
、
野
間
三
竹
の
『
四
時
幽
賞
』（

（（
（

（
寛
文

八
年
刊
）
が
あ
る
。「
四
時
幽
賞
」
は
、
高
濂
が
自
ら
の
山
居
生
活
に
お
け
る

四
季
の
景
物
を
随
想
風
に
記
し
た
文
章
で
、
も
と
は
『
遵
生
八
牋
』
の
「
四
時

調
摂
牋
」
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
各
巻
に
、そ
れ
ぞ
れ
「
高

子
春
時
幽
賞
」
か
ら
「
高
子
冬
時
幽
賞
」
ま
で
、
各
幽
賞
ご
と
に
十
二
条
ず
つ

で
、
全
て
四
十
八
条
あ
る
。

　

三
竹
の
『
四
時
幽
賞
』
は
、『
遵
生
八
牋
』
か
ら
そ
の
「
四
時
幽
賞
」
を
抜

き
出
し
、
狩
野
家
の
絵
師
た
ち
に
挿
絵
を
依
頼
し
て
刊
行
し
た
も
の
。
絵
は
、

文
章
に
因
ん
だ
水
墨
画
風
の
山
水
や
人
物
で
、雅
致
あ
る
書
物
と
な
っ
て
い
る
。

三
竹
が
『
遵
生
八
牋
』
の
中
か
ら
と
く
に
「
四
時
幽
賞
」
に
注
目
し
、
単
独
で

刊
行
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、そ
の
自
跋
（「
高
子
四
時
幽
賞
跋
」
寛
永
二
十
年
）

に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

大
凡
古
今
の
間
、
逸
士
の
林
岳
に
隠
る
、
世
に
乏
し
か
ら
ず
。
人
の
史
笔

を
秉
る
者
、
懿
行
を
記
し
、
簡
冊
を
照
す
。
伊
尹
の
有
莘
に
耕
し
、
尚
父

の
渭
濵
に
漁
す
。
靖
節
の
高
節
、
和
靖
の
雅
操
の
若
き
に
至
り
て
は
、
豈
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五
一

に
深
意
無
か
ら
ん
乎
。
仲
尼
の
夷
斉
を
称
し
て
曰
く
、其
の
志
を
降
さ
ず
、

其
の
身
を
辱
し
め
ず
。
魯
連
は
何
人
ぞ
哉
。
嘗
て
海
上
に
隠
れ
て
曰
く
、

冨
貴
を
与も

っ
て
人
に
誳
ん
よ
り
、
寧
ろ
貧
賤
に
し
て
世
を
軽
く
し
志
を
肆

に
せ
ん
。
是
れ
魯
連
の
魯
連
為
る
所
以
耶
。
百
世
の
下
、
高
深
甫
氏
、
其

の
幽
を
得
て
其
の
微
を
探
り
、
其
大
を
見
て
其
の
小
を
忘
る
。
烟
霞
と
友

と
為
り
、
魚
鳥
と
伍
と
為
る
。
著
す
所
の
遵
生
の
牋
、
観
る
可
し
。
牋
の

中
、
尤
も
観
る
可
き
者
は
、
四
時
幽
賞
、
是
れ
也
。
顧
長
康
氏
が
四
時
詞
、

人
口
に
鱠
炙
す
。
文
場
に
遊
ぶ
者
、
四
序
の
変
遷
を
取
り
て
、
以
て
墨
客

の
口
実
と
為
す
。
春
に
し
て
花
、
秋
に
し
て
月
、
雲
の
夏
に
於
け
る
、
雪

の
冬
に
於
け
る
、
皆
風
流
を
起
さ
ざ
る
無
し
。
豈
に
他
に
求
め
ん
哉
。
独

り
深
甫
氏
有
る
耳
。
一
小
堂
に
坐
し
て
一
小
冊
に
対
す
れ
ば
、
則
ち
花
雲

前
に
在
り
、
雪
月
後
に
在
り
。
此
の
身
と
此
の
心
、
林
泉
に
入
る
が
如
く
、

峯
巒
に
遊
ぶ
に
似
る
。
巻
舒
の
間
、
茫
然
と
し
て
世
と
相
ひ
忘
る
。
後
に

此
の
編
を
読
む
者
、
以
為
く
如
何
と
。
是
れ
が
為
に
跋
す
。

　
　
　
　

寛
永
癸
未
八
月
五
日　

胸
丘
居
士
埜
子
苞
書
于
紙
窓
竹
屋
下

　

以
上
の
跋
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、隠
逸
と
し
て
の
高
濂
へ
の
賞
賛
と
、

そ
の
生
活
へ
の
賛
美
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伊
尹
や
呂
尚
、
伯
夷
や
叔
斉
に
つ

い
て
言
及
し
た
後
「
百
世
の
下
、
高
深
甫
氏
、
其
の
幽
を
得
て
其
の
微
を
探
り
、

其
大
を
見
て
其
の
小
を
忘
る
」
と
高
濂
そ
の
人
に
言
及
す
る
。
つ
ま
り
、
高
濂

を
隠
逸
の
系
譜
を
継
ぐ
人
物
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　

跋
は
つ
づ
い
て
「
春
に
し
て
花
、
秋
に
し
て
月
、
雲
の
夏
に
於
け
る
、
雪
の

冬
に
於
け
る
、
皆
風
流
を
起
さ
ざ
る
無
し
。
豈
に
他
に
求
め
ん
哉
。
独
り
深
甫

氏
有
る
耳
」
と
記
し
て
、「
四
時
幽
賞
」
に
記
さ
れ
た
高
濂
の
逸
士
と
し
て
の

生
活
ぶ
り
を
理
想
と
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、同
じ
く
『
四
時
幽
賞
』
に
載
る
鵞
峰
と
竹
洞
の
跋
に
は
、

京
都
で
の
三
竹
の
生
活
ぶ
り
を
高
濂
の
生
活
ぶ
り
に
準
え
る
記
述
が
あ
る
。
先

に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
三
竹
は
京
都
に
帰
っ
た
と
き
に
は
北
山
の
書
楼
で
読
書
三

『
四
時
幽
賞
』
よ
り
「
山
居
聴
人
説
書
」（
個
人
蔵
）
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五
二

昧
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

西
の
か
た
北
山
に
帰
る
と
き
は
、
則
ち
閑
淡
に
素
し
て
閑
淡
を
行
ふ
。
想

ふ
に
彼
の
北
山
の
幽
、
四
時
の
賞
、
自
ら
其
の
境
に
在
り
。
爰
に
此
の
図

を
開
い
て
、
高
氏
を
異
域
に
喚
起
す
る
と
き
は
、
高
氏
と
志
を
同
く
し
、

睡
て
高
氏
と
夢
を
同
く
す
る
と
き
は
、
則
ち
未
だ
高
氏
子
苞
為
る
か
、
子

苞
高
氏
為
る
か
を
知
ら
ざ
る
か	

（
鵞
峰
跋
）

叟
退
て
白
雲
渓
に
在
る
と
き
は
、
則
雲
と
半
閑
、
山
と
咫
尺
、
泉
に
濯
ひ
、

石
に
漱
ぎ
、
以
て
四
時
の
幽
賞
を
寓
す
と
也	

（
竹
洞
跋
）

　

こ
う
し
た
三
竹
の
生
活
へ
の
賛
美
は
、
先
に
引
用
し
た
『
群
書
考
』
の
序
文

で
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
共
通
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
。と
い
う
こ
と
は
、

三
竹
た
ち
が
理
想
と
す
る
生
活
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
「
四
時
幽
賞
」
で
描
写
さ

れ
る
よ
う
な
中
華
の
文
人
風
の
生
活
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き

（
（（
（

る
。
つ
ま
り
、
明

末
清
初
の
「
随
筆
」
に
よ
っ
て
、
隠
逸
・
山
居
・
読
書
・
随
筆
と
い
っ
た
も
の

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
よ
う
に
明
確
な
形
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

六　
『
本
朝
遯
史
』

　

さ
て
、
以
上
で
は
、
三
竹
や
竹
洞
が
理
想
と
し
た
山
居
隠
逸
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

明
末
清
初
の
「
随
筆
」
の
影
響
で
、
そ
の
具
体
的
な
印
象
が
形
作
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
と
す
れ
ば
、
つ
ぎ
に
取
り
上
げ
る
事
例
も
、
そ
の
延

長
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

林
読
耕
斎
の
『
本
朝
遯
史
』（
万
治
四
年
〈
一
六
六
一
〉
序
、
寛
文
四
年

〈
一
六
六
四
〉
刊
）
は
、
日
本
の
隠
逸
五
十
一
人
を
選
び
、
そ
の
伝
と
賛
を
収

録
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
に
「
吉
田
兼
好
」
の
伝
が
あ
り
、そ
こ
で
『
徒
然
草
』

を
「
随
筆
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。『
枕
草
子
』

を
随
筆
と
称
し
た
文
献
の
出
現
は
近
世
中
期
ま
で
下
る
と
さ
れ
て
い
る
こ

（
（（
（

と
を

考
え
れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
『
徒
然
草
』
を
「
随
筆
」
と
称
し
た
最
初
の
文

献
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

吉
田
兼
好

兼
好
は
兼
顕
が
子
な
り
。
後
宇
多
院
北
面
の
臣
な
り
。
左
兵
衛
佐
に
任
ず
。

帝
崩
じ
て
後
、塵
を
出
て
嘉
遯
す
。
文
才
有
り
。
倭
歌
を
善
く
す
。
当
時
、

頓
阿
、
浄
弁
、
慶
運
と
其
の
名
相
比
し
、
世
に
之
を
倭
歌
の
四
天
王
と
称

す
。
往
往
に
武
蔵
守
高
師
直
が
家
に
遊
び
、
又
他
国
を
歴
遊
す
。
曾
て
木

曽
路
を
過
ぎ
て
詠
歌
有
り
。
且
、
暇
日
倭
語
の
草
子
を
作
り
徒
然
草
と
号

す
。
其
の
世
俗
を
憤
り
、
生
死
を
観
じ
、
時
序
を
感
じ
、
風
景
を
模
し
、

人
情
を
説
き
、
私
見
を
抒
ぶ
。
固
に
是
れ
倭
文
の
尤
な
る
も
の
な
り
。

賛
に
曰
く
、
竺
籍
の
扶
桑
に
播
布
す
る
や
、
故
に
毎
事
其
の
語
を
用

る
も
の
多
し
。
四
天
王
も
亦
是
れ
な
り
。
綱
、公
時
、貞
道
、末
武
は
、

頼
光
が
四
天
王
な
り
。
今
井
、
樋
口
、
楯
、
根
井
は
、
義
仲
が
四
天

王
な
り
。
栗
生
、
篠
塚
、
畑
、
亘
理
は
、
義
貞
が
四
天
王
な
り
。
兼

好
も
亦
、
倭
歌
四
天
王
の
列
に
在
り
。
今
、
宜
し
く
四
傑
四
才
子
を

以
て
之
を
称
す
べ
く
し
て
可
な
り
。
何
ぞ
其
れ
、
師
直
が
示
諭
を
辞

せ
ず
し
て
、
艶
簡
に
筆
を
染
む
る
か
。
信
に
一
生
の
過
錯
な
り
。
慨

惜
す
可
し
。
吁
、
徒
然
の
草
、
乃
ち
華
人
筆
談
随
筆
の
類
な
り
。
所

謂
る
燈
下
に
独
坐
し
て
古
書
を
読
み
古
人
を
友
と
す
と
。
彼
、
固
に

読
書
の
楽
を
知
る
。
四
書
五
経
、
既
に
佔
畢
す
。
又
、
老
荘
を
喜
び
、

又
、
蕭
選
、
白
集
を
愛
し
て
、
本
朝
の
編
簡
多
く
渉
猟
す
。
徒
然
草

を
披
け
ば
了
然
た
り
。
羅
山
子
、
往
歳
之
が
抄
解
を
為
る
。
号
し
て

曰
く
、
野
槌
と
。
世
に
栞
行
し
て
桑
域
に
伝
布
す
。

（『
本
朝
遯
史
』
下
巻
「
吉
田
兼
好
」）

　

問
題
に
し
た
い
箇
所
は
、
賛
の
後
半
に
あ
る
「
吁
、
徒
然
の
草
、
乃
ち
華
人

筆
談
随
筆
の
類
な
り
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、先
に
検
討
し
た
、

『
群
書
考
』の
竹
洞
の
序
文
の
記
述
と
類
似
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、竹
洞
が「
随
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五
三

筆
」
と
言
い
切
ら
ず
に
、「
筆
談
、
筆
記
、
随
筆
、
佔
筆
」
と
言
葉
を
並
べ
、「
此

の
類
」、「
…
の
如
き
是
也
」、「
斯
の
若
き
の
書
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
言
葉
遣

い
を
重
ね
て
い
る
こ
と
と
、
こ
こ
で
読
耕
斎
が
「
筆
談
随
筆
の
類
」
と
や
は
り

「
随
筆
」
と
言
い
切
ら
な
い
こ
と
の
類
似
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
「
随
筆
」
と
い
う
用
語
が
ま
だ
定
着
し
て

お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
は
漠
然
と
し
た
用
語
、
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
言
葉
遣
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
時
、
中
国
の
随
筆
筆
記
の
存
在
が
あ
っ

て
、
は
じ
め
て
「
随
筆
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
・
概
念
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
読
耕
斎
は
、
な
ぜ
『
徒
然
草
』
を
中
国
の
「
随
筆
」
に
準

え
た
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
先
ほ
ど
検
討
し
た
三
竹
の
著
書
は
、
漢
籍
を
材

料
に
し
て
、
し
か
も
陳
継
儒
な
ど
の
著
作
と
同
様
の
方
法
で
編
集
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、中
国
の「
随
筆
」に
準
え
ら
れ
て
も
何
も
不
思
議
は
な
い
。
し
か
し
、

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
が
、
読
耕
斎
自
身
も
「
倭
文
の
尤
な
る
も
の
な
り
」
と

評
価
し
て
い
る
と
お
り
、『
徒
然
草
』は
日
本
の
古
典
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、

読
耕
斎
が
中
国
の
「
筆
談
随
筆
」
に
準
え
て
い
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

七　

兼
好
を
「
隠
逸
」
と
し
て
見
る
意
識

　

読
耕
斎
の
意
識
を
探
る
た
め
、
ま
ず
は
読
耕
斎
が
こ
の
伝
を
書
く
際
に
拠
っ

た
資
料
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
読
耕
斎
は
、
羅
山
の
『
野
槌
』
の
記
述
を
な
ぞ

る
よ
う
に
し
て
、
こ
の
伝
を
書
い
て
い

（
（（
（

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
伝
の
冒
頭
の
記
述

と
、『
野
槌
』
の
つ
ぎ
の
記
述
を
く
ら
べ
て
み
よ
う
。

徹
書
記
が
物
語
に
、
或
云
兼
好
は
後
宇
多
院
の
北
面
の
侍
也
。
帝
崩
じ
て

後
、
髻
を
き
り
て
遁
世
す
。
此
時
、
浄
弁
、
慶
雲
、
頓
阿
、
兼
好
の
四
人

を
、
世
に
四
天
王
と
号
す
と
也
。	

（『
野
槌
』）

　

両
者
は
ほ
ぼ
同
じ
だ

（
（（
（

が
、
兼
好
が
出
家
し
た
こ
と
を
、『
野
槌
』
が
「
髻
を

き
り
て
遁
世
す
」
と
記
す
の
に
対
し
、『
本
朝
遯
史
』
は
「
塵
を
出
て
嘉
遯
す
」

と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
野
槌
』
で
い
う
「
遁
世
」
と
は
、
仏
教
で
言
う
「
出
家
遁
世
」
で
あ
る
。

し
か
も
「
髻
を
き
り
て
」
と
あ
る
か
ら
法
体
と
な
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、『
本
朝
遯
史
』の「
嘉
遯
」は『
易
』に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
易
』
の
「
遯
」
の
卦
の
「
象
伝
」
に
「
嘉よ

く
遯の

が

る
。
貞
に
し
て

吉
な
り
と
は
、
志
を
正
し
く
す
る
を
以
て
な
り
」
と
あ
っ
て
、
世
を
逃
れ
て
自

ら
を
清
く
保
つ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
読
耕
斎
は
「
遁
世
」
と
い
う
仏
教
用
語
を
嫌
っ
て
、「
嘉
遯
」
と

い
う
『
易
』
に
由
来
す
る
言
葉
に
言
い
換
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の

隠
逸
を
志
向
し
た
『
本
朝
遯
史
』
と
い
う
書
物
の
性
格
を
考
え
れ
ば
当
然
の
姿

勢
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
や
老
荘
の
色
彩
を
排
除
し
、
収

録
す
る
人
物
を
儒
教
風
、
中
国
風
の
隠
逸
に
描
き
直
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
他
の

伝
に
も
共
通
に
見
ら
れ
る
要
素
で
あ
る
。

　

つ
づ
く
部
分
も
『
野
槌
』
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
と
見
て
よ

（
（（
（

い
。
そ
し
て
、
伝

の
最
後
の
部
分
に
『
徒
然
草
』
に
言
及
し
た
箇
所
が
あ
る
が
、こ
の
部
分
も
『
野

槌
』
の
つ
ぎ
の
記
述
を
も
と
に
書
か
れ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

世
俗
を
い
き
ど
ほ
り
、
生
死
無
常
を
観
じ
、
時
序
を
感
じ
、
風
景
を
う
つ

し
、
男
女
の
情
を
い
ひ
て
、
己
が
志
を
の
べ
た
り
。
ま
こ
と
に
和
語
の
文

章
に
を
い
て
、
殊
に
す
ぐ
れ
た
る
者
也
。	

（『
野
槌
』）

　

さ
ら
に
賛
の
部
分
で
も
、
兼
好
を
隠
逸
と
し
て
描
こ
う
と
す
る
意
識
は
続
い

て
い
る
。
ま
ず
、
賛
の
冒
頭
で
は
「
四
天
王
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
、
仏
教

に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
「
四
傑
四
才
子
」
な
ど
の
呼
称
の
方
が
よ
い
と

い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
つ
づ
い
て
師
直
の
艶
書
に
関
わ
っ
た
件
に
つ
い
て
「
信
に
一
生
の
過

錯
な
り
。
慨
惜
す
可
し
」
と
論
評
す
る
。「
一
生
の
過
錯
な
り
」
と
い
う
言
い

方
は
や
や
強
い
表
現
だ
が
、
こ
れ
は
不
正
な
権
力
に
諂
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
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五
四

る
の
だ
ろ
う
。
隠
逸
と
い
う
も
の
は
、
世
に
正
し
い
道
徳
が
行
わ
れ
な
い
と
き

に
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
、『
易
』
に
見
え
る
基
本
的
な
定
義
で
あ
る
。
先
に

引
用
し
た
「
象
伝
」
に
も
、「
貞
に
し
て
吉
な
り
と
は
、
志
を
正
し
く
す
る
を

以
て
な
り
」
と
あ
っ
た
。
そ
の
観
点
で
み
れ
ば
、
不
道
徳
な
師
直
の
要
求
に
し

た
が
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
隠
逸
と
し
て
は
失
格
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
一

生
の
過
錯
」
と
い
う
厳
し
い
措
辞
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
賛
の
部
分
で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、「
所
謂
る
燈
下
に
独
坐
し

て
古
書
を
読
み
古
人
を
友
と
す
と
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
『
徒

然
草
』
第
十
三
段
に
、

独
燈
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、
こ
よ
な

う
な
ぐ
さ
む
わ
ざ
な
る
。
文
は
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、
白
氏
文
集
、

老
子
の
こ
と
ば
、
南
華
の
篇
。
こ
の
国
の
博
士
ど
も
の
書
け
る
も
の
も
、

い
に
し
へ
の
は
、
あ
は
れ
な
る
事
多
か
り
。

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
つ
づ
く
部
分
で
「
老
荘
」
と
「
蕭
選
」「
白
集
」
に
ふ

れ
た
の
も
、
こ
の
『
徒
然
草
』
第
十
三
段
の
記
述
を
念
頭
に
お
い
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
箇
所
で
『
徒
然
草
』
の
本
文
に
見
え
な
い
四
書
五

経
に
言
及
し
た
の
は
、
や
は
り
読
耕
斎
の
儒
者
と
し
て
の
意
識
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
問
題
に
し
た
い
の
は
、
数
あ
る
『
徒
然
草
』
の

章
段
の
中
か
ら
、
読
耕
斎
が
と
く
に
第
十
三
段
を
念
頭
に
お
い
て
兼
好
の
読
書

に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
何
故
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

答
え
は
以
上
の
検
討
か
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。
読
耕
斎
は
、
兼
好
を
隠
逸
と
し

て
描
こ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
描
き
方
は
、
中
国
の
隠
逸
を
志
向
す
る
こ
と
の

強
か
っ
た
読
耕
斎
の
意
識
の
反
映
で
あ
る
し
、『
本
朝
遯
史
』
と
い
う
作
品
の

性
格
に
照
ら
し
て
も
当
然
で
あ
る
。
そ
の
際
、兼
好
の
読
書
に
触
れ
る
こ
と
は
、

兼
好
が
隠
逸
で
あ
る
こ
と
を
示
す
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
以
上

に
検
討
し
た
山
居
隠
逸
と
読
書
・
随
筆
の
イ
メ
ー
ジ
の
結
び
付
き
に
よ
っ
て
、

『
徒
然
草
』
を
中
国
の
随
筆
に
準
え
る
見
方
が
生
じ
て
く
る
の
も
、
ま
た
当
然

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
、『
徒
然
草
』
は
、

「
随
筆
」
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

松
永
貞
徳
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
跋
に
「
此
つ
れ
〴
〵
草
も
天
正
の
比
ま
で

は
、
名
を
し
る
人
も
ま
れ
な
り
し
が
、
慶
長
の
時
分
よ
り
世
に
も
て
あ
つ
か
ふ

事
と
な
れ
り

（
（（
（

」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、同
じ
く
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
跋
に
は
、

「
其
比
、
儒
学
医
学
の
若
き
人
々
、
丸
に
も
、
這
つ
れ
〴
〵
草
を
よ
み
て
き
か

せ
よ
、と
所
望
せ
ら
れ
し
か
ど
も
、ふ
か
く
い
な
み
て
過
し
侍
り
し
に
…
…
（
中

略
）
…
…
是
非
に
及
ば
ず
し
て
よ
み
侍
し
。
こ
れ
つ
れ
〴
〵
草
の
講
尺
の
は
じ

め
に
て
侍
る
と
世
に
申
き
と
云
々
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
貞
徳
の
有
名
な
『
徒

然
草
』
講
釈
は
、
当
時
の
歌
人
や
連
歌
師
の
要
請
で
は
な
く
、
儒
学
や
医
学
を

勉
強
し
て
い
た
若
い
人
々
の
要
望
に
応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

た
し
か
に
、
近
世
に
『
徒
然
草
』
が
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
た
三
人
の
人
物
、
す
な
わ
ち
『
徒
然
草
』
の
最
初
期
の
刊
本
で
あ
る

烏
丸
本
を
刊
行
し
た
三
宅
亡
羊
、
ま
た
初
め
て
の
注
釈
書
『
寿
命
院
抄
』
を
著

し
た
秦
宗
巴
、さ
ら
に
は
後
の『
徒
然
草
』注
釈
書
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た『
野

槌
』
の
著
者
で
あ
る
林
羅
山
は
、
い
ず
れ
も
専
門
的
な
歌
人
や
連
歌
師
で
は
な

く
、
漢
文
学
の
素
養
を
身
に
つ
け
た
人
物
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
三
宅
亡
羊
と

林
羅
山
は
藤
原
惺
窩
門
と
さ
れ
る
儒
者
で
あ
り
、
秦
宗
巴
は
曲
直
瀬
流
の
医
家

で
あ
る
。
当
時
の
医
者
は
、
漢
方
医
で
あ
る
か
ら
、
最
新
の
漢
籍
に
触
れ
や
す

い
立
場
だ
っ
た
筈
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
野
間
三
竹
が
医
家
で
あ
る
こ

と
も
全
く
の
偶
然
で
な
い
。

　

と
す
れ
ば
、『
徒
然
草
』
は
、和
文
で
か
か
れ
た
日
本
の
古
典
で
あ
り
な
が
ら
、

儒
者
や
医
者
な
ど
、
漢
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
最
初
に
「
随
筆
」
と
し
て
の
面
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五
五

白
さ
が
〝
発
見
〟
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
亡
羊
、

宗
巴
、
羅
山
の
『
徒
然
草
』
に
対
す
る
意
識
は
別
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
に
し

て
（
（（
（

も
、
近
世
前
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
享
受
の
原
点
に
は
、
本
稿
で
検
討
し

た
よ
う
な
、
中
国
明
末
清
初
の
「
随
筆
」
流
行
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か（
（（
（

と
考
え
る
所
為
で
あ
る
。

注（
１
）	

近
世
の「
随
筆
」に
つ
い
て
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
）の「
随
筆
」

（【
近
世
】〖
近
世
に
お
け
る
随
筆
意
識
〗）
の
項
目
（
中
村
幸
彦
氏
執
筆
）
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

日
本
の
古
典
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、『
枕
草
子
』
を
「
随
筆
」
の

用
語
で
呼
ん
だ
の
は
伴
蒿
蹊
の
『
国
文
世
々
の
跡
（
く
に
つ
ふ
み

よ
よ
の
あ
と

）』
に
始
ま
る
。

そ
れ
以
来
、
中
世
末
ま
で
の
作
品
で
は
、
大
体
『
枕
草
子
』『
徒
然
草
』

風
の
文
学
的
な
も
の
を
随
筆
と
称
し
て
い
る
。
近
代
に
入
っ
て
は
、
西
欧

文
学
の
エ
ッ
セ
イ
の
概
念
も
加
わ
っ
て
、
文
学
的
な
要
素
を
持
っ
た
も
の

以
外
に
は
、
こ
れ
ま
た
随
筆
の
称
を
使
用
し
な
い
習
慣
が
あ
る
。
し
か
し
、

近
世
に
限
っ
て
は
、『
に
ぎ
は
ひ
草
』（
佐
野
紹
益
）
と
か
『
花
月
双
子
』（
松

平
定
信
）
と
か
の
、
み
や
び
な
書
名
を
持
っ
た
伝
統
的
な
文
学
的
随
筆
の

風
が
続
い
て
い
る
一
方
で
、
学
問
的
・
知
識
的
、
考
証
風
・
見
聞
録
風
な
ど
、

前
者
の
一
群
と
は
性
格
の
相
違
し
た
様
々
の
著
述
も
、
当
時
か
ら
今
日
ま

で
、
随
筆
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
種
々
出
現
し
て
い
る
。
早
く
は
一

条
兼
良
の
『
東
斎
随
筆
』、
黒
川
道
祐
の
『
遠
碧
軒
随
筆
』（
→
遠
碧
軒
随

筆
分
類
抄
）、
林
羅
山
の
『
羅
山
林
先
生
集
』
の
文
集
巻
六
十
五
―
七
十
五

の
随
筆
の
部
分
な
ど
、
漢
学
の
素
養
の
あ
る
人
々
が
「
随
筆
」
の
語
を
自

著
に
使
用
し
始
め
、や
が
て
『
四
庫
全
書
』
そ
の
も
の
、『
四
庫
全
書
総
目
』

『
四
庫
全
書
簡
明
目
録
』
な
ど
が
渡
来
す
る
頃
と
な
る
と
、「
随
筆
」
の
文

字
を
持
つ
書
と
共
に
、『
四
庫
全
書
』
子
部
の
「
雑
家
類
」
に
分
類
さ
れ

て
い
る
書
物
が
用
い
て
い
る
語
を
付
し
た
、
随
筆
類
の
著
述
が
お
び
た
だ

し
く
現
わ
れ
た
。
多
田
南
嶺
の
『
南
嶺
子0

』、
永
田
善
斎
の
『
膾
余
雑
録
0

0

』、

太
宰
春
台
の
『
紫
芝
園
漫
筆
0

0

』、
清
田
儋
叟
の
『
孔
雀
楼
筆
記
0

0

』、
喜
多
村

筠
庭
の
『
筠
庭
雑
考

0

0

』
の
如
く
で
あ
る
（
傍
点
を
付
し
た
部
分
が
漢
籍
と

共
通
の
語
）。
そ
の
風
は
漢
学
者
に
始
ま
っ
て
、国
学
者
か
ら
戯
作
者
ま
で
、

操
觚
者
全
般
に
及
ぶ
。
思
う
に
、
日
本
近
世
の
漢
学
者
た
ち
が
、
中
国
近

世
の
宋
か
ら
清
初
に
及
ぶ
儒
者
文
人
が
「
雑
家
類
」
に
分
類
さ
れ
る
随
筆

風
著
述
を
多
く
残
し
た
風
に
学
ん
で
著
述
し
た
こ
と
が
、
筆
を
執
る
人
々

に
広
く
影
響
し
て
、
前
述
し
た
近
世
の
様
々
な
「
随
筆
」
の
氾
濫
と
な
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
２
）	『
徒
然
草
』
と
な
ら
ん
で
古
典
随
筆
の
代
表
作
と
さ
れ
る
『
枕
草
子
』
を
は
じ

め
て
「
随
筆
」
と
呼
ん
だ
文
献
は
、
伴
蒿
蹊
の
『
国
文
世
々
の
跡
』（
安
永
三

年
跋
、
同
六
年
刊
）
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
注
（
1
）
を
参
照
。

（
３
）	

な
お
、
文
献
に
よ
っ
て
は
慶
長
十
三
年
生
ま
れ
と
す
る
。

（
４
）	

東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

（
５
）	「
随
筆
」
と
い
う
言
葉
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
『
容
斎
随
筆
』
の

序
に
「
予
、
老
い
去
り
て
懶
に
習
れ
書
を
読
む
こ
と
多
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
意
の

之
く
と
こ
ろ
は
、
随
っ
て
即
ち
紀
録
す
。
因
っ
て
其
後
先
は
覆
た
詮
次
す
る
こ

と
な
し
。
故
に
之
を
目
し
て
随
筆
と
曰
う
」
と
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

（
６
）	

明
末
清
初
の「
小
品
文
」は
、一
九
三
〇
年
代
の
中
国
の
所
謂「
小
品
文
ブ
ー
ム
」

の
際
に
は
盛
ん
に
顕
彰
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
明
末
清
初
の
小
品
文
の
流
行

に
つ
い
て
は
、
合
山
究
氏
「
小
品
文
学
と
張
潮
」（『
文
学
論
輯
』
第
二
十
四
号

九
州
大
学
教
養
部
文
学
研
究
会　

昭
和
五
十
二
年
三
月
）、「
明
清
時
代
の
ア

フ
ォ
リ
ズ
ム
文
学
」（『
文
学
論
輯
』
第
二
十
五
号　

九
州
大
学
教
養
部
文
学
研

究
会　

昭
和
五
十
三
年
六
月
）
を
参
照
。

（
７
）	

山
人
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
正
氏
「
明
代
山
人
考
」（『
清
水
博
士
追
悼
記
念　

明

代
史
論
叢
』
大
安　

昭
和
三
七
年
六
月
）
や
大
木
康
氏
「
山
人
陳
継
儒
と
そ
の

出
版
活
動
」（『
山
根
幸
夫
教
授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢
（
下
）』　

汲
古
書
院

平
成
二
年
三
月
）・『
明
末
の
は
ぐ
れ
知
識
人　

馮
夢
龍
と
蘇
州
文
化
』（
講
談

社
選
書
メ
チ
エ
45　

講
談
社　

平
成
七
年
四
月
）
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）	

こ
の
流
行
は
日
本
に
も
つ
た
わ
り
、「
山
人
」
号
を
名
乗
っ
た
漢
学
者
た
ち
は

多
い
。
た
と
え
ば
、
北
肉
山
人
（
藤
原
惺
窩
）、
羅
浮
山
人
（
林
羅
山
）、
六
々
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五
六

山
人
（
石
川
丈
山
）、
北
山
山
人
（
野
間
三
竹
）、
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

（
９
）	『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集　

第
三
集
』（
汲
古
書
院　

昭
和
四
十
七
年
十
年
）
の
長

澤
規
矩
也
氏
「
解
題
」
に
よ
る
。

（
10
）	「
万
暦
癸
卯
八
月
既
望
」
呉
獻
台
序
。『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集　

第
一
二
集
』（
汲

古
書
院　

昭
和
四
十
九
年
七
月
）
を
参
照
。

（
11
）	「
万
暦
甲
申
一
陽
下
浣
之
吉
」黄
貞
外
序
。『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集　

第
八
集
』（
汲

古
書
院　

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
）
を
参
照
。

（
12
）	

た
と
え
ば
、
日
本
に
舶
載
さ
れ
て
和
刻
本
の
底
本
に
な
っ
た
も
の
に
、『
野
客

叢
書
』（「
陳
眉
公
重
訂
」
承
応
二
年　

中
野
是
誰
版
）、『
世
範
』（「
華
亭
陳
継

儒
訂
」
寛
文
九
年　

村
上
版
）『
国
朝
七
子
詩
集
註
解
』（「
新
刻
陳
眉
公
攷
正
」

元
禄
二
年　

宇
都
宮
遯
庵
跋
刊
）
な
ど
が
あ
る
。

（
13
）	

合
山
究
氏
は
、「
た
と
え
ば
、
小
品
文
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
陳
継
儒
は
、
古

今
の
典
籍
を
渉
猟
し
、防
寒
や
避
暑
の
記
事
を
収
集
し
て
は
、「
辟
寒
部
」
四
巻
・

「
銷
夏
言
」
四
巻
を
著
し
、
虎
に
関
す
る
記
事
を
集
め
て
は
「
虎
薈
」
六
巻
を

著
す
な
ど
、
古
今
の
書
物
か
ら
資
料
を
収
集
し
て
編
ん
だ
書
物
を
、
少
な
く
と

も
二
十
種
ば
か
り
出
版
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

今
日
か
ら
み
れ
ば
、
ば
か
ば
か
し
い
こ
と
に
精
力
を
浪
費
し
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
が
、当
時
に
お
い
て
は
、自
分
の
好
み
や
時
好
に
か
な
っ
た
魅
力
あ
る
テ
ー

マ
を
選
ん
で
、
編
著
を
あ
む
こ
と
は
、
有
意
義
な
仕
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た

し
か
に
、
物
に
よ
っ
て
は
、
な
ま
半
可
な
創
作
よ
り
も
、
遥
か
に
お
も
し
ろ
く
、

価
値
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。」（「
明
清
時
代
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
文
学
」『
文
学
論

輯
』
第
二
十
五
号　

九
州
大
学
教
養
部　

昭
和
五
十
三
年
六
月
）
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
14
）	「
訂
正
秘
笈
」（
万
暦
三
十
四
年〈
一
六
〇
六
〉刊
）・「
続
集
」（
刊
年
不
詳
）・「
彙
集
」

「
広
集
」（
万
暦
四
十
三
年〈
一
六
一
五
〉刊
）・「
普
集
」（
泰
昌
元
年〈
一
六
二
〇
〉

刊
）・「
眉
公
雑
著
」（
万
暦
三
十
四
年
〈
一
六
〇
六
〉
刊
）
で
構
成
さ
れ
る
。

（
15
）	

拙
稿
「
近
世
前
期
に
お
け
る
陳
継
儒
の
影
響
―
三
竹
・
丈
山
・
鵞
峰
・
読
耕
斎

を
中
心
に
―
」（『
近
世
文
学
研
究
の
新
展
開
―
俳
諧
と
小
説
―
』
ぺ
り
か
ん
社

平
成
十
六
年
二
月
）
参
照
。

（
16
）	

三
竹
の
著
作
に
は
、
そ
の
所
々
に
典
拠
と
し
た
漢
籍
の
書
名
が
書
き
添
え
ら
れ

て
い
る
箇
所
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
参
考
に
集
計
し
た
。

（
17
）	

な
お
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
『
説
郛
』
や
『
説
郛
続
』、『
百
川
学
海
』、『
広
百
川

学
海
』
と
い
っ
た
他
の
叢
書
に
重
複
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
す

べ
て
を
『
宝
顔
堂
秘
笈
』
で
見
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
18
）	

中
村
幸
彦
氏
「
近
世
随
筆
に
つ
い
て
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
十
三
巻
（
中

央
公
論
社　

昭
和
五
十
九
年
七
月
）
参
照
。

（
19
）	

拙
稿
「
近
世
前
期
に
お
け
る
『
遵
生
八
牋
』
受
容
―
丈
山
・
読
耕
斎
・
三
竹
を

中
心
と
し
て
―
」（『
近
世
文
芸　

研
究
と
評
論
』54
号
、平
成
十
年
六
月
）参
照
。

（
20
）	　
　

与
玄
東〔
同
〕

	

昨
者
嘉
恵
。
病
体
甚
適
。
多
可
多
可
。
八
牋
價
銀
。
即
今
四
十
三
銭
。
附
此
童

齎
持
以
去
矣
。
渡
与
売
書
漢
。
則
足
下
先
容
之
労
亦
不
尠
。
謝
之
有
余
。
琅
琊

之
一
編
。
留
在
架
上
。
不
日
還
納
焉
。
至
意
過
蔡
郎
者
曼
曼
。
幸
之
又
幸
。
赫

号
無
余
地
於
展
布
也
。	

（『
惺
窩
先
生
文
集
』
巻
十
二
）

（
21
）	「
羅
山
先
生
年
譜
」
の
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
の
条
に
記
載
。

（
22
）	

元
和
七
年
は
『
遵
生
八
牋
』
が
刊
行
さ
れ
た
万
暦
十
九
年
か
ら
三
十
年
後
の
こ

と
で
あ
る
。

（
23
）	「
羅
山
先
生
年
譜
」
に
よ
る
。

（
24
）	

大
本
二
冊
。
刊
記
「
寛
文
八
年
戊
辰
夷
則
下
旬
／
洛
陽
小
川　

林
和
泉
掾
」。

自
跋
（「
寛
永
癸
未
八
月
五
日
」）・
鵞
峰
跋
（「
寛
文
丁
未
季
秋
」）・
竹
洞
跋
・

自
跋
（「
寛
文
七
年
至
日
前
日
」）。

（
25
）	

三
竹
の
『
四
時
幽
賞
』
は
寛
文
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
つ
ぎ
に
示
す

自
跋
（「
再
書
四
時
幽
賞
後
」）
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
寛
永
年
間
（
も
う
一
つ

の
自
跋
の
年
記
に
よ
れ
ば
、
寛
永
二
十
年
か
）
に
は
、
ひ
と
ま
ず
は
成
立
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

余
が
高
子
の
四
時
の
幽
賞
を
嗜
む
こ
と
久
し
。
寛
永
年
中
新
に
工
を
し
て

之
を
画
か
使
む
。
是
に
於
て
、
無
声
の
詩
、
已
に
成
り
て
、
之
を
林
羅
浮

子
に
謀
る
。
羅
浮
子
、
喜
び
て
之
を
頷
す
。
荏
苒
た
る
歳
月
、
之
を
良
工

に
謀
ら
ん
と
欲
し
、
工
、
宦
事
鹽
い
こ
と
無
し
。
諾
し
て
未
だ
成
ら
ず
。

今
茲
何
れ
の
年
ぞ
や
。
今
の
執
事
板
倉
君
重
矩
、
余
と
総
角
の
雅
有
り
。

故
に
眷
眷
久
し
。
乃
ち
、
衆
工
を
鳩
て
之
を
写
さ
使
む
。
余
に
賜
ふ
工
は
、



近世前期における明末「随筆」の受容

五
七

乃
ち
探
幽
斎
守
信
、
牧
心
斎
安
信
、
及
び
采
女
益
信
、
右
近
常
信
、
右
京

時
信
、
五
子
。
皆
通
家
に
し
て
世
の
称
す
る
所
の
狩
野
家
と
い
ふ
者
、
是

也
。
守
信
は
工
の
長
な
り
。
安
信
は
其
の
叔
に
し
て
三
子
皆
家
風
に
愧
ず
。

其
の
装
潢
は
、
関
宿
の
明
府
重
常
之
を
成
す
。
其
の
書
は
竹
洞
子
狛
庸
及

び
余
が
門
人
北
嶋
三
立
之
を
題
す
。
林
学
士
之
が
後
叙
を
作
る
。
書
画
文

筆
の
美
、
共
に
相
成
る
。
遂
に
之
を
至
宝
と
す
。
将
に
万
祀
に
伝
ん
と
す
。

故
に
余
不
佞
再
び
其
の
後
に
書
す
と
云
ふ
。

　
　

寛
文
七
年
至
日
前
日　

柳
谷
散
人
埜
子
苞
父
書
諸
北
山
山
房

	

　

な
お
、
跋
文
中
に
「
之
を
林
羅
浮
子
に
謀
る
。
羅
浮
子
、
喜
び
て
之
を
頷
す
」

と
あ
る
が
、
羅
山
は
『
野
槌
』
に
『
遵
生
八
牋
』
を
引
用
し
て
お
り
、
と
く
に

第
十
九
段
「
折
ふ
し
の
う
つ
り
か
は
る
こ
そ
」
で
は
、「
○
灌
仏
の
こ
ろ
」
の

語
釈
の
最
後
に
「
こ
の
段
四
季
の
う
つ
り
ゆ
く
次
第
。
風
物
景
色
の
形
容
。
筆

に
ま
か
す
る
所
。
お
も
し
ろ
く
覚
え
侍
る
」と
記
し
て
、「
顧
凱
之
か
四
澤
の
水
。

奇
峯
の
雲
。
明
暉
の
月
。
孤
松
の
嶺
。
東
坡
先
生
か
四
時
の
詞
に
至
る
ま
て
。

節
序
の
感
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
近
比
雅
尚
斎
か
四
時
の
幽
賞
こ
そ
。
今
一

き
は
あ
は
れ
な
る
こ
そ
お
か
し
け
れ
」
と
「
四
時
幽
賞
」
に
言
及
す
る
。

（
26
）	

注
（
1
）・（
2
）
を
参
照
。

（
27
）	『
本
朝
遯
史
』
上
巻
に
は
「
援
引
書
目
」
と
し
て
、『
本
朝
遯
史
』
執
筆
の
際
に

参
照
し
た
文
献
の
一
覧
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は『
懐
風
藻
』以
下
、『
三

愛
倭
字
記
』
に
至
る
ま
で
、全
部
で
七
十
八
種
類
の
書
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
兼
好
に
関
係
す
る
記
述
が
あ
る
も
の
は
『
作
者
部
類
』・『
尭
孝
歌

話
』・『
太
平
記
』・『
吉
田
氏
系
図
』・『
徒
然
草
』・『
野
槌
』・『
続
作
者
部
類
』

の
七
種
類
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
読
耕
斎
は
こ
れ
ら
の
資
料
全
て
に
目
を
通
し

て
い
た
筈
だ
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
羅
山
の
『
野
槌
』
の
記
述
を
な

ぞ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
28
）	

両
者
を
比
べ
る
と
、
兼
好
が
兼
顕
の
子
で
あ
る
こ
と
と
、
左
兵
衛
佐
で
あ
っ
た

こ
と
が
『
野
槌
』
に
は
な
い
。
し
か
し
、『
野
槌
』
は
別
に
「
卜
部
系
図
」
を

引
用
し
て
お
り
、
そ
れ
を
参
照
す
れ
ば
、
こ
の
二
点
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
29
）	「
往
往
に
武
蔵
守
高
師
直
が
家
に
遊
び
」の
部
分
は
、『
太
平
記
』巻
第
二
十
一「
塩

冶
判
官
讒
死
事
」
の
内
容
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、こ
の
こ
と
も
『
野
槌
』
に
「
高

ノ
武
蔵
守
師
直
に
ま
み
え
て
、
師
直
に
代
り
て
、
塩
冶
判
官
が
妻
の
も
と
へ
、

艶
書
を
書
て
や
り
け
る
と
や
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

	

　

ま
た
、「
又
他
国
を
歴
遊
す
。
曾
て
木
曽
路
を
過
ぎ
て
詠
歌
有
り
」
と
い
う

部
分
だ
が
、そ
の
詠
歌
は『
風
雅
集
』巻
十
七
に
収
録
さ
れ
る
次
の
和
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

世
を
の
が
れ
て
木
曽
路
と
い
ふ
所
を
過
侍
る
と
て　
　
　

兼
好
法
師

	
	

思
ひ
た
つ
木
曽
の
あ
さ
ぎ
ぬ
浅
く
の
み
染
て
や
む
べ
き
袖
の
色
か
は

	

　

と
こ
ろ
が
、『
本
朝
遯
史
』
の
「
援
引
書
目
」
に
は
『
風
雅
集
』
の
書
名
は

挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
情
報
も
『
野
槌
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る

の
で
、
や
は
り
読
耕
斎
は
『
野
槌
』
に
拠
っ
た
と
考
え
て
良
い
。

（
30
）	『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
引
用
は
吉
澤
貞
人
『
徒
然
草
古
注
釈
集
成
』（
勉
誠
社　

平

成
八
年
二
月
）
に
よ
る
。
な
お
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
私
に
濁
点
を
補
っ
た
。

（
31
）	

本
稿
で
も
言
及
し
た
と
お
り
、『
本
朝
遯
史
』
は
『
野
槌
』
の
『
徒
然
草
』
に

対
す
る
評
を
引
き
継
い
で
い
た
。
さ
ら
に
指
摘
し
て
お
け
ば
、
そ
の
『
野
槌
』

の
評
は
、『
寿
命
院
抄
』
の
「
無
常
ヲ
観
ジ
名
聞
ヲ
離
レ
、
専
ラ
無
為
ヲ
楽
ン

事
ヲ
進
メ
、
傍
ラ
節
序
ノ
風
景
ヲ
翫
ビ
、
物
ノ
情
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
者
乎
」
と
い

う
評
と
、
や
は
り
地
続
き
の
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
慶
長
・
元
和
期
に
は

じ
ま
る
『
徒
然
草
』
の
享
受
の
あ
り
方
は
、
万
治
・
寛
文
期
の
読
耕
斎
の
世
代

ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
32
）	

た
と
え
ば
、『
節
序
紀
原
』
と
い
う
類
書
が
あ
る
。
小
本
一
冊
で
、
貞
享
甲
子

（
元
年
）
弥
生
上
旬
の
欽
止
子
の
序
を
持
つ
。『
民
間
歳
時
記
』
に
倣
っ
た
と
称

す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
援
引
書
目
」
が
あ
り
、『
前
漢
書
』
以
下
、
多
く
の
漢

籍
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。『
荊
楚
歳
時
記
』『
容
斉
随
筆
』『
遵
生
八
牋
』『
事

物
紀
原
』『
酉
陽
雑
俎
』
な
ど
漢
籍
の
随
筆
作
品
の
名
前
が
並
ん
で
い
る
最
後

の
方
に
、『
兼
好
徒
然
草
』
が
載
る
。
和
文
の
随
筆
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国
の

随
筆
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
例
と
し
て
興
味
深
い
。

（
付
記
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平
成
二
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年
度
科
学
研
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（
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成
果
で
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